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平
成

年
第
１
回
松
崎
町
議
会

２７

定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
町
政

運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
度
の
町
政
運
営
に
当

２７

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財

政
の
合
理
化
に
努
め
つ
つ
、
町
民

と
の
連
携
、
信
頼
に
基
づ
い
た

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
も

と
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
増
す「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
趣

旨
を
具
現
化
し
た
、
独
自
性
豊
か

な
事
業
の
推
進
や
、
新
た
に
始
ま

る
地
方
創
生
事
業
へ
も
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
を
目
標
年
次
と
し

３４

た
第
５
次
総
合
計
画
も
３
年
目
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
前
期
基
本

計
画
の
中
間
評
価
の
年
と
位
置
付

け
、
計
画
の
将
来
目
標
で
あ
る

「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
活

力
と
や
す
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
時
代
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。続

い
て
、
主
な
施
策
に
つ
い
て
、

第
５
次
総
合
計
画
の
６
つ
の
基
本

目
標
に
従
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

八
生
誕
２
０
０
年
に
当
た
る
こ
と

か
ら
、
記
念
事
業
を
開
催
し
、
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
林
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
規
就
農
者
、
農
業
後
継
者
対
策

と
し
て
就
農
奨
励
助
成
や
農
機
具

等
の
整
備
費
用
の
助
成
制
度
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
移
住
・
交
流

に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
の

推
進
や
、
農
産
物
の
６
次
産
業
化

も
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
水
産
振

興
と
し
て
は
、
漁
港
の
水
産
物
供

給
基
盤
機
能
保
全
事
業
を
実
施
し
、

水
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
振
興
策
と
し
て
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助
成
を
継

続
す
る
ほ
か
、
松
崎
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
・
展
開
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

健康マイレージのチャレンジシート（左）と

ポイントを貯めて貰えるふじのくに健康いきいきカード（右）

議会で施政方針について述べる齋藤町長

町
長
施
政
方
針
（
要
旨

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
））

煙煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

３
月
３
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
平
成

年
松
崎
町
議
会
第
１
回
定
例
会

２７

に
お
い
て
、
町
長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
長
施
政
方
針

町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長
施施施施施施施施施施施施施施
政政政政政政政政政政政政政政
方方方方方方方方方方方方方方

町
長
施
政
方
針針針針針針針針針針針針針針針

平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度

２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
産
業

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
がが

盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

伊
豆
へ
訪
れ
る
観
光
客
の
減
少

は
、
地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
観
光
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
伊
豆
半
島
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
も
と
、
伊
豆
半

島
内
の
観
光
関
連
団
体
を
一
つ
に

統
合
し
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
等
の
運
営
に
も
あ
た

る
「
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
」

へ
の
職
員
派
遣
等
、
他
市
町
と
も

共
同
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

観
光
協
会
等
と
行
う
誘
客
対
策
等

に
つ
い
て
も
、
よ
り
効
果
が
上
が

る
よ
う
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
は
伊
豆
の
長

２７

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
福福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応応

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
家
族
形

態
の
変
化
に
伴
う
家
庭
機
能
の
低

下
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

等
に
よ
り
、
地
域
が
本
来
持
っ
て

い
た
相
互
扶
助
の
機
能
が
低
下
し

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
福
祉
ニ
ー
ズ

は
増
加
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
の
中
で
助
け
合
う
地

域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

地
域
福
祉
関
連
事
業
と
し
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
費
等
、

国
の
制
度
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
増
等
の
影
響
で
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
、
町
の
負
担
部

分
に
つ
い
て
も
増
額
し
対
応
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
出
産
準
備
祝
い
品
の
支
給

や
寿
乗
車
券
の
利
用
助
成
、
地
域

福
祉
計
画
の
見
直
し
等
、
さ
ら
な

る
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
聖
和
保
育
園
の
移
転
に
伴

い
、
建
設
費
等
の
補
助
を
行
い
、

保
育
園
の
安
全
確
保
が
速
や
か
に

実
施
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

保
健
予
防
活
動
と
し
て
は
、
昨

年
か
ら
始
め
た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
を
継
続
し
、
各
種
検
診
の
受

診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。



そ
の
他
、
災
害
用
備
蓄
資
材
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
、住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
考
え
対
応
し
ま
す
。

と
と
も
に
、
農
地
利
用
調
整
員
を

引
き
続
き
設
置
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
他
、
ご
み
の
減
量
化
や
住

宅
用
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対

す
る
助
成
を
行
う
等
の
環
境
対
策

を
推
進
す
る
ほ
か
、
道
路
交
通
網

の
整
備
と
し
て
、
水
道
橋
架
け
替

え
工
事
の
実
施
等
、
四
橋
の
改
修

を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
町
道
石

部
線
の
舗
装
工
事
を
行
い
道
路
の

長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

都
市
部
と
比
較
し
て
脆
弱
で
あ
っ

た
通
信
網
に
つ
い
て
も
、
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
整
備
し
基
盤
強
化
を
図

り
ま
す
。

現
在
、
地
域
主
権
の
推
進
に
よ

り
地
方
自
治
体
の
役
割
は
拡
大
し

て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
、
町
民
、

別
支
援
員
を
置
き
ま
す
。
ま
た
、

国
際
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の

配
置
も
継
続
し
ま
す
。

設
備
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、

小
学
校
体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
、
中
学
校
体
育
館
照
明
の
落
下

防
止
装
置
の
取
り
付
け
等
充
実
を

図
り
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
統
合

園
舎
の
設
計
を
行
い
、
統
合
に
向

け
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

333

消
防
・
防
災
対
策
と
し
て
は
、

全
国
で
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
、

と
り
わ
け
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る

土
砂
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
住
民
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
津
波
避
難
対
策
と
し

て
、
避
難
体
制
の
再
確
認
と
計
画

的
に
整
備
を
進
め
る
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
津
波
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
津
波
避
難
マ
ッ
プ

作
成
等
を
含
め
た
津
波
避
難
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
加
え
て
、
牛
原

山
へ
の
避
難
路
整
備
を
行
う
ほ
か
、

夜
間
避
難
に
対
応
す
る
た
め
、
蓄

電
池
内
蔵
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

基
３０

を
整
備
し
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
自
ら
学

び
、
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き

る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
と
学
校
そ
し
て
地
域
が
連
携

し
て
教
育
に
当
た
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
、
学
校
支
援
地
域
本
部
と
の

連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
小

学
校
に
は
引
き
続
き
特
別
支
援
員

を
置
き
、
新
た
に
中
学
校
に
も
特

事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
対
等

の
立
場
で
話
し
合
う
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
、
多
様
な
媒
体
に
よ

り
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
の
参
加
に
向
け
た
活
動
を
啓

発
し
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

援
し
ま
す
。こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
ら
誇
り
を
持
ち
、
町
民
が

主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
推

進
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
実

現
に
向
け
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
増
員
し
、
よ
り
一
層
地
域
と

の
連
携
を
密
に
し
た
な
か
で
、
地

域
お
こ
し
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
地
方
創
生
戦
略
策
定
に
向
け

て
の
調
査
を
行
い
、
地
域
の
特
徴

を
生
か
し
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
、
多
く
の
取
り

組
み
を
実
現
し
て
い
く
の
は
人
で

す
。
人
材
の
育
成
な
く
し
て
達
成

は
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

育
成
に
努
め
ま
す
が
、
ま
ず
町
の

職
員
か
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
体
制
を
強
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

平成２６年度に設置した蓄電池内蔵型LED防犯灯

「
防
災
・
防
犯
対
策
が
充
実

「
防
災
・
防
犯
対
策
が
充
実
しし

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

「
自
然
と
調
和
し
快
適
な
環

「
自
然
と
調
和
し
快
適
な
環
境境

が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

町
内
に
は
耕
作
放
棄
地
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

昨
今
、
桑
の
葉
の
栽
培
等
で
再
生

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
桜
葉
に
つ
い
て
も
新
た
な

栽
培
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す
る
等
、

新
し
い
波
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
対
し
て
は
積
極
的
に
支
援
す
る 耕作放棄地を利用した桑の葉の栽培（写真は植栽の様子）

「
多
様
な
主
体
に
よ
り
協
働

「
多
様
な
主
体
に
よ
り
協
働
でで

進
め
進
め
るる
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

幼稚園の統合園舎の建設を予定している旧岩科小学校敷地

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ちち

づ
く
り
」へ
の
対
応

づ
く
り
」へ
の
対
応
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■
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
運
営
の
合

理
化
に
努
め
つ
つ
、「
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
優
先
課
題

と
し
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連

合
の
趣
旨
を
具
現
化
し
た
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、「
平
成
の
花
と
ロ

マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
た
各
種
事
業
を
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

億
３６

７,
８
０
０
万
円
で
前
年
度
比
１
億

６,
３
０
０
万
円
増
（
４
・
６
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
普
通
建
設
費
等
が

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
補
助
費
や

物
件
費
等
が
増
と
な
り
、
過
去
１０

年
で
は
２
番
目
の
予
算
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

【
歳

入
】

町
税
は
約
６
億
５,
３
０
０
万
円

（
前
年
度
比
約
１,
８
０
０
万
円
減
）

で
減
収
と
見
込
ん
だ
も
の
の
、
国

県
支
出
金
は
合
計
で
約
６
億
２,
５

０
０
万
円（
前
年
度
比
約
１
億
７,

４
０
０
万
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

不
足
す
る
財
源
は
財
政
調
整
基
金

１
億
８,
５
０
０
万
円
等
を
取
り
崩

す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

財
源
比
率
は
、
自
主
財
源

・
３４

９
％
、
依
存
財
源

・
１
％
と
な

６５

り
、
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等

国
の
施
策
に
よ
る
増
減
影
響
を
受

け
や
す
い
不
安
定
な
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。

【
歳

出
】

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
施

策
の
主
な
も
の
は
、
津
波
避
難
計

画
策
定
や
水
道
橋
、
中
野
橋
等
橋

梁
耐
震
補
強
補
修
事
業
等
の
地
震

津
波
対
策
や
老
朽
化
し
た
保
育
園

の
建
替
え
に
係
る
補
助
金
、
出
産

準
備
支
援
祝
い
品
事
業
の
子
育
て

支
援
や
新
寿
乗
車
券
利
用
事
業
の

高
齢
者
対
策
等
、
く
ら
し
の
安
心

に
も
配
慮
し
た
各
種
事
業
も
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里

づ
く
り
」
施
策
と
し
て
は
、
地
方

創
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
た
め
の
戦

略
策
定
調
査
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
増
員
に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
、
伊
豆
の
長
八

生
誕
２
０
０
年
祭
事
業
に
よ
る
地

域
活
性
化
等
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
各
事
業
の

効
果
・
優
先
度
を
検
討
し
、
無
駄

を
省
い
た
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

平成27年度 町の予算

分担金及び負担金
2,688万円 ０.7％

財産収入 ３06万円 ０.１％
寄附金 1,050万円 ０.3％

繰越金 １億円 ２.7％

諸収入
１億2,455万円 3.4％

地方譲与税 ２,450万円 ０.7％

利子割交付金１20万円０.0％
配当割交付金 24０万円０.1％
株式等譲渡所得割交付金

１0０万円０.０％

地方消費税交付金
8,6００万円2.4％

自動車取得税交付金
400万円０.1％

地方特例交付金
１0０万円０.０％

安安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
りり

平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く

平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
りり

平
成

年
度

27

一
般
会
計
当
初
予
算

平平平
成成

年年
度度

2277

一
般
会
計
当
初
予

一
般
会
計
当
初
予
算算

平平平
成成

年年
度度

2277

一
般
会
計
当
初
予

一
般
会
計
当
初
予
算算

使用料及び手数料
７,352万円 ２.0％

地方交付税
１4億3,０0０万円

38.9％

繰入金
2億9,268万円
7.9％

町税
６億5,341万円
１7.8％

交通安全対策特別交付金
５0万円 ０.０％

町債町債
2億1,700万円2億1,700万円
5.95.9％％

県支出金
3億565万円
8.3％

自主財源
３4.9％

国庫支出金
3億2,015万円
8.7％

歳入
36億7,800万36億7,800万円円

依存財源
６5.1％

（※構成比０.０５％未満については、０.０％と表示しています。）
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平成２７年度会計別予算平成２７年度会計別予算額額
総額 ６５億４，４３８万総額 ６５億４，４３８万円円

担当課事業概要事業費事業名

健康福祉課聖和保育園建替えに係る補助金12,187保育園建設事業

産業建設課水道橋、中野橋、平戸橋、郷土橋の耐震補強補修工事9,500橋梁耐震補強補修事業

企画観光課光ファイバ網整備事業費補助金7,200光ファイバ網整備事業

産業建設課地籍調査事業（伏倉・宮内地区）3,520国土調査事業

産業建設課町道石部線舗装補修2,200町道長寿命化事業

教育委員会実施設計業務委託1,574幼稚園建設事業

企画観光課
地域おこし協力隊員４名体制、棚田を活用した地域おこし事
業 他

1,133地域おこし協力隊事業

企画観光課伊豆の長八生誕２００年祭事業・鏝絵コンクール1,044鏝絵のまちづくり推進事業

企画観光課
ふるさと応援基金積立金・ふるさと納税システム構築・ふる
さと納税特典品

1,000ふるさと応援寄附金

総 務 課
ワークショップ・津波避難シミュレーション・津波避難マッ
プの作成

880津波避難計画策定事業

企画観光課美しい村推進委員会・地域創生戦略策定調査（特別旅費）他731日本で最も美しい村づくり事業

健康福祉課
高齢者等に東海バス乗車券１,３００円分を５００円で販売。高齢者
の閉じこもり防止対策

171寿乗車券利用助成事業

総 務 課
６５歳以上高齢者等の災害時要配慮者世帯の家庭内家具固定委
託

160災害時要配慮者世帯家具固定推進事業

総 務 課津波避難ビル（総合福祉センター）対波性調査110対津波安全性調査事業

健康福祉課妊娠のお祝い、出産準備のための支援（ロマン券の配布）70出産準備支援祝い品事業

一般会計 主な新規事業等
（単位：万円）

議会費
5,571万円
1.5％

諸支出金 0.2万円 0.0％
予備費 1,000万円 0.3％

災害復旧費
4,800万円 1.3％

一般会計･････････････････････････････････････３6億7，8００万円

水道事業会計････････････････････････････････１億6，644万円

温泉事業会計･･････････････････････････････････････7，285万円

町営宿泊施設
伊豆まつざき荘事業会計･･･････････３億3，560万円

国民健康保険特別会計･････････････１3億1，3００万円

介護保険特別会計･･･････････････････････８億4，056万円

後期高齢者医療特別会計････････････････１億425万円

岩地集落排水事業特別会計･････････････････753万円

石部集落排水事業特別会計･････････････････541万円

雲見集落排水事業特別会計･･････････････２，074万円

※金額は表示単位未満を四捨五入したものです。

総務費
6億2,543万円
１7.0％

農林水農林水産産
業費業費

2億2,975万円2億2,975万円
6.36.3％％

土木費
２億5,733万円
7.0％

民生費
9億3,513万円
２5.4％

衛生費
４億6,240万円
１2.6％

商工費
２億1,619万円
5.9％

消防費
2億6,265万円
7.1％

教育費
２億7,754万円
７.5％

公債費
2億9,787万円
8.1％

歳出
36億7,800万36億7,800万円円
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町
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る
町
の
補
助
制
度
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
い

ず
れ
の
補
助
制
度
も
事
業
着
手
前
に
申
請
等
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
ず
担
当
課
で
ご
確
認
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
修
に
要
す
る

万
円
以
上

１０

の
工
事
費（
消
費
税
額
を
除
く
）の
２０

％
に
相
当
す
る
額（
限
度
額

万
円
、

２０

１,
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た

場
合
は
切
り
捨
て
）を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
最
大
出
力
の
値
に
５
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
（
限
度
額

万
円
、

２０

１,
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ

た
場
合
は
切
り
捨
て
）
を
補
助
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

住
宅
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

住
宅
改改
修
事
業
補
助

住
宅
改
修
事
業
補
助
金金

住
宅宅
用
太
陽
光
発
電
シシ
ス
テ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ムム

設
置
事事
業
補
助

設
置
事
業
補
助
金金

一
般
住
宅（
店
舗
や
別
荘
は
対
象

外
）で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
設

ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
設
置

替
え
を
す
る
場
合
に
、設
置
に
要
す

る
費
用
を
左
の
表
の
と
お
り
補
助

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

合
併
処
理
浄
化

合
併
処
理
浄
化
槽槽

設
備
整
備
事
業
補
助

設
備
整
備
事
業
補
助
金金

設置替え（※2）新設（※1）区 分

４１４,０００円３３２,０００円５人槽

５１６,０００円４１４,０００円７人槽

６８４,０００円５４８,０００円１０人槽

※1合併処理浄化槽の新設
※2単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への

設置替え

補助金額一覧

【
助
成
対
象
】

津
波
お
よ
び
水
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
救
命
胴
衣
の
購
入
経
費

※
業
務
や
釣
り
等
の
趣
味
活
動
で

使
用
す
る
場
合
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

【
助
成
金
額
】

１
着
に
つ
き
２,
０
０
０
円

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

防
災
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

救
命
胴
衣
購
入
費
補
助

救
命
胴
衣
購
入
費
補
助
金金

昭
和

年
５
月

日
以
前
の
旧

５６

３１

建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
在
来
木

造
住
宅
は
、
無
料
で
わ
が
家
の
専

門
家
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
わ
が
家
の
専
門
家
診
断

の
結
果
を
基
に
耐
震
補
強
計
画
を

作
成
す
る
場
合
、
補
助
が
あ
り
ま

す
。耐

震
補
強
計
画
に
基
づ
い
た
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
場
合
に
も
補

助
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金金

○
災
害
時
要
配
慮
者
世
帯
（

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
）

町
が
委
託
し
た
事
業
者
に
よ
り
、

家
具
を
５
品
ま
で
無
料
で
取
り
付

け
し
ま
す
。
事
業
実
施
期
間
に
な

り
ま
し
た
ら
広
報
や
回
覧
等
で
募

集
を
し
ま
す
。

○
一
般
世
帯

対
象
経
費
の
１
─
２
以
内
（
限
度

額
３
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

地
震
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
性

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
等
の

撤
去
に
要
す
る
費
用
（
限
度
額

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

１０○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
善
事
業

フ
ェ
ン
ス
等
の
安
全
な
塀
へ
の

造
り
変
え
や
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
金
具
等
に
よ
り
補
強
す
る
工
事

に
要
す
る
費
用
（
限
度
額

万
円
）

２５

を
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
道
路
に
面
し

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

ブ
ロ
ッ
ク
塀

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等等

耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助

耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金金

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業
補
助

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業
補
助
金金

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

６５
帯
（
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
員
が

す
べ
て

歳
以
上
の
世
帯
）
の
方

６５

が
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
場
合
、

１
世
帯
に
つ
き
１
個
（
電
池
式
の

も
の
）
設
置
す
る
費
用
（
※
限
度

額
あ
り
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

住
宅
用
火
災
警
報

住
宅
用
火
災
警
報
器器

設
置
補
助

設
置
補
助
金金

○
生
ゴ
ミ
処
理
機

購
入
費
の
１
─
２
（
限
度
額
２
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

○
コ
ン
ポ
ス
タ
ー（
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
）

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

設
置
者
個
人
負
担
金
（
コ
ン
ポ

ス
タ
ー
購
入
費
の
３
割
）
と
引
き

替
え
に
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
お
渡
し

し
ま
す
。

※
個
人
で
購
入
し
た
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

は
、
補
助
の
対
象
外
で
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

環
境
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金金

ิิิ
ॿ
੍
度
の
֓
ཁ

平
成

年
度
町
民
の
方
を
対
象
と
し
た

２７

補補
助
制
度
の
概

補
助
制
度
の
概
要要
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【
対
象
者
】

・
不
妊
治
療
へ
の
医
師
の
診
断
が

あ
る
こ
と

・
１
年
以
上
町
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と

・
医
療
保
険
法
の
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

・
夫
婦
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す

る
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と

※
た
だ
し
、
一
般
不
妊
治
療
（
人

工
授
精
）
の
場
合
は
、
夫
婦
合

算
所
得
が
７
３
０
万
円
未
満
、

年
齢

歳
未
満
の
方
が
助
成
対

４０

象
と
な
り
、
住
民
登
録
要
件
も

異
な
り
ま
す
。

【
対
象
治
療
】

・
一
般
不
妊
治
療

・
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

・
特
に
必
要
と
認
め
る
治
療

・
特
定
不
妊
治
療

【
助
成
金
額
の
対
象
】

・
対
象
治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険

法
適
用
後
の
自
己
負
担
額
。（
交

通
費
、
入
院
費
等
を
除
く
）

・
静
岡
県
特
定
不
妊
治
療
費
補
助

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

医
療
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

不
妊
治治
療
費
助

不
妊
治
療
費
助
成成

特定不妊治療
特に必要と
認める治療

一般不妊治療
（人工授精）

一般不妊治療助成額

１５０,０００円２０,０００円※３２０,０００円１回の限度額

３００,０００円１００,０００円１００,０００円１００,０００円年内限度額

※３一般不妊治療（人工授精）は、助成金額の対象額の７/１０で６３,０００円、
連続する２年間のみ助成対象となり、２年間での限度額となります。

不妊治療費助成の限度額

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

場
合
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し

ま
す
。

・
中
学
３
年
生（

歳
に
達
す
る
日

１５

以
降
の
最
初
の
３
月

日
）
ま
で

３１

の
子
ど
も
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と

・
子
ど
も
と
保
護
者
の
住
民
票
が

松
崎
町
に
あ
る
こ
と

・
子
ど
も
が
医
療
保
険
の
対
象
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

こ
ど
も
医
療
費
助

こ
ど
も
医
療
費
助
成成

松
崎
町
に
お
住
ま
い
の
所
得
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
の
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
し
ま
す
。

・

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

２０い
る
母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
児
童

・

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

２０い
る
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の
児
童

・
両
親
の
い
な
い

歳
未
満
の
児
童

２０

※
児
童
の

歳
の
誕
生
日
の
前
日

２０

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
予

防
接
種
ま
た
は
、
松
崎
町
独
自
で

助
成
す
る
任
意
予
防
接
種
に
対
象

と
な
る
方
へ
接
種
費
用
の
う
ち
、

３,
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
の
方
は
、
接
種
費
実

費
を
助
成
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
既
に
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成成

母
子
家
庭
等
医
療
費
助

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成成

○
定
期
予
防
接
種

【
対
象
者
】

・
接
種
日
に
満

歳
か
ら

歳
ま

６０

６４

で
の
方
で
、
心
臓
や
腎
臓
も
し
く

は
、
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害
を
持

ち
身
体
障
害
者
１
級
を
有
す
る
方

・
平
成

年
度
に

歳
、

歳
、

２７

６５

７０

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

７５

８０

８５

９０

歳
、ま
た
は
1
0
0
歳
と
な
る
方

９５
○
任
意
予
防
接
種

【
対
象
者
】

・
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
ら

な
い
方
で
接
種
日
に

歳
以
上
の
方

６５

・
脾
臓
摘
出
者
・
公
害
認
定
者
で

は
な
い
方

・
任
意
接
種
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
接
種
を
希
望
す
る
方

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

農
畜
産
物
の
放
射
性
物
質
を
検

査
機
関
に
委
託
す
る
場
合
に
、

委

託
費
用
の
１
─
２
以
内（
限
度
額
１

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

農
業
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

農
畜
産
物

農
畜
産
物
等等

放
射
性
物
質
検
査
助
成
事

放
射
性
物
質
検
査
助
成
事
業業

金
の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
額
を
控
除
し
た
額

【
助
成
金
額
】

助
成
金
額
の
対
象
の
１
─
２

【
限
度
額
】

１
回
の
限
度
額
と
年
度
内
限
度

額
は
、
左
の
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

【
助
成
対
象
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
方

・
内
部
障
害
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該

当
す
る

歳
未
満
の
方

２０

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方

【
助
成
金
額
】

１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
カ
月

５
０
０
円
の
自
己
負
担
額
を
差
し

引
い
た
金
額

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助

重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成成
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独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

原
則

歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経

４５

営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強

い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
農

地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
た
方
に
給
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

青
年
就就
農
給
付

青
年
就
農
給
付
金金

農
地
活活
用
条

農
地
活
用
条
件件

整
備
対対
策
事
業
助
成

整
備
対
策
事
業
助
成
金金

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
作
業

経
費
（

万
円
以
上
が
対
象
）
に

１０

対
し
、
補
助
し
ま
す
。

※
自
分
の
農
地
を
再
生
す
る
場
合

は
、
対
象
外
で
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

耕
作
放
棄

耕
作
放
棄
地地

緊
急
対
策
事
業
補
助

緊
急
対
策
事
業
補
助
金金

一
定
の
金
融
機
関
か
ら
教
育
資

金
を
借
り
入
れ
た
方
、
ま
た
は
、

公
共
的
機
関
か
ら
奨
学
金
の
貸
与

を
受
け
た
方
に
、
利
子
補
給
を
し

ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・
松
崎
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
前
年
に
お
け
る
世
帯
の
年
間
所

得
金
額
が
、
７
７
０
万
円
以
下

の
方

・
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
方

【
利
子
補
給
対
象
限
度
額
】

利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
教
育

資
金
の
額
は
、
学
生
ま
た
は
生
徒

１
人
に
つ
き
５
０
０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

借
入
者
が
当
該
年
度
中
に
支
払
っ

た
利
子
の
う
ち
年
率
３
・
０
％
以

内
の
額

※
返
済
遅
延
に
よ
る
利
子
に
は
、

補
給
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

教
育
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

教
育
資
金
利
子
補
給

教
育
資
金
利
子
補
給
金金

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
を
含
む
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
で
、
本
人
ま
た
は
常
時
介

護
者
と
認
め
ら
れ
た
方
が
障
害
者

等
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
に
つ

い
て
は
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

を
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
定
に
つ
い
て
は
、
手
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
や
使
用
す
る

方
の
状
況
を
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

減
免
で
き
る
車
両
は
普
通
車
も

含
め
て
１
人
１
台
で
す
。

該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
は
４
月

中
旬
に
減
免
申
請
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

奨励金額一覧

奨励金の額区 分

２４０,０００円単 身 者後
継
者 ４２０,０００円夫婦で従事

４８０,０００円単 身 者
新
規
参
入
者

８４０,０００円夫婦で従事

農地活用条件整備対策事業助成金

助成率等助成の対象

経費の１/２以内とし、３０万
円が限度額になります。

田のコンクリートあぜの設置または撤去

農業用機械器具の購入
※新規就農者（５０歳以下）に限る

その他有効な事業で町長が認めたもの

１ 機械器具の購入対象は、耕作面積１０週以上に使用するものであること
２ 過剰なる整備および機械器具の購入はできません
３ 同一申請者に対して、当該年度の助成金の交付は１回限りです

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

方
に
、
狩
猟
免
許
試
験
手
数
料
の

全
額
を
補
助
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
電
気

柵
や
防
護
柵
等
を
設
置
す
る
場
合

に
、
材
料
費
の
１
─
２
以
内
（
上
限

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

１０【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
金金

農
業
後
継
者
対
策
奨
励

農
業
後
継
者
対
策
奨
励
金金

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

原
付
バ
イ
ク
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
に
つ
い
て

今
ま
で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

か
ら
変
更
す
る
場
合
に
は
、
今
ま

で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

町
で
は
、
静
岡
県
第
４
次
地
震

被
害
想
定
（
第
一
次
報
告
）
に
よ

る
津
波
浸
水
想
定
を
基
に
、
松
崎

町
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

以
前
の
マ
ッ
プ
は
、
静
岡
県
第

３
次
地
震
被
害
想
定
を
基
に
平
成

年
３
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

１８９
年
ぶ
り
の
改
訂
と
な
り
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
松
崎
町
で

想
定
さ
れ
る
津
波
浸
水
、
洪
水
浸

水
、
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
を
示

し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
を
参
考
に
自
宅
や

通
学
先
・
通
勤
先
等
に
お
い
て
想

定
さ
れ
る
災
害
状
況
を
認
識
し
、

避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
庭
や
学

校
、
事
業
所
、
地
域
に
お
け
る
防

災
・
減
災
に
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。マ

ッ
プ
は
３
月
上
旬
に
各
戸
配

付
し
ま
し
た
が
、
必
要
な
方
は
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３



999

大
会
結
果
（

・
５
㌔
）

７２

○
男
子
総
合

１
位

小
原
将
寿
（
神
奈
川
県
）

６
時
間

分

秒

３８

３５

２
位

森
本
幸
司
（
熊
本
県
）

６
時
間

分

秒

５２

５０

３
位

牛
田
美
樹
（
群
馬
県
）

６
時
間

分

秒

５３

２７

○
女
子
総
合

１
位

福
田
由
香
理（
神
奈
川
県
）

８
時
間

分

秒

３４

５９

２
位

宮
導
喜
美
乃
（
東
京
都
）

８
時
間

分

秒

４３

５２

３
位

安
曇
樹
香
（
埼
玉
県
）

８
時
間

分

秒

５８

１０

（
敬
称
略
）

○
出
走
者

男
性

１,
２
５
９
人

女
性

２
２
７
人

合
計

１,
４
８
６
人

○
制
限
時
間
内
完
走
者

男
性

９
９
８
人

女
性

１
５
６
人

合
計

１,
１
５
４
人

○
完
走
率

・
７
%

７７３
月

日
、
開
会
式
・
前
夜
祭
、

１４

選
手
受
付
が
環
境
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
町
は
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に
は
、

山岳を走る選手

伊伊豆トレイルジャーニー伊豆トレイルジャーニー２２００１１５５が開催されましたが開催されました

約
１,
２
０
０
人
も
の
選
手
、
そ
の

同
伴
者
が
宿
泊
し
、
翌
日
の
大
会

を
迎
え
ま
し
た
。

３
月

日
午
前
６
時
、
松
崎
港

１５

を
１,
４
８
６
人
の
選
手
が
ス
タ
ー

ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
修
善
寺
総
合
会

館
を
目
指
し
ま
し
た
。
制
限
時
間

内
完
走
者
は
、
１,
１
５
４
人
（
完

走
率

・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

７７
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

り
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
に

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

実
行
委
員
会

０
５
５
８
（
９
９
）
９
１
１
８

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

避難路としてフェンス扉と橋を整備

津
波
避
難
ビ
ル
と
な
っ
て
い

る
松
崎
中
学
校
に
迅
速
に
避
難

で
き
る
よ
う
、
松
崎
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
通
じ
る
避
難
路
が

新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
避
難
路
に
よ
り
、
う
す

い
松
崎
店
付
近
か
ら
の
避
難
距

離
が
大
変
短
く
な
り
ま
し
た
。

買
い
物
等
で
街
中
に
出
か
け

た
と
き
に
、
津
波
を
伴
う
地
震

が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
町
内
の

津
波
避
難
ビ
ル
や
津
波
避
難
場

所
を
確
認
し
て
お
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

ヤヤ
フ
ー

ヤ
フ
ー
㈱㈱

２
月

日
、
町
は
イ
ン
タ
ー

１８

ネ
ッ
ト
検
索
会
社
の
ヤ
フ
ー
㈱

と
、
災
害
時
に
係
る
情
報
発
信

等
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

津
波
避
難
路
整
備

災
害
協
定
の
締
結

新たに整備した避難路の周辺の地図

新たに整備した避難路

至
災
害
時
の
松
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
る
閲

覧
負
荷
の
軽
減
、
町
の
避
難
勧
告

等
の
避
難
情
報
の
配
信
、
災
害
情

報
ブ
ロ
グ
活
用
に
よ
る
情
報
発
信

手
段
の
確
保
を
行
う
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３



平
成

年
度
当
初
予
算

27

３
月
３
日
か
ら
松
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
平
成
２７

年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し

た

議
案
に
つ
い
て
議
会
の
賛

２５
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成

年
度
当
初
予
算
に
お

２７

い
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備

や
聖
和
保
育
園
の
建
設
事
業
費

へ
の
補
助
金
等
、
町
の
将
来
を

見
据
え
た
活
性
化
策
や
子
育
て

支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
予
算

を
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
広
報
ま
つ
ざ
き

９
月
号
で
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
副
会
長
で

伊
那
食
品
の
社
長
・
塚
越
さ

ん
の
年
輪
経
営
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
松
崎
町
が
し
っ
か
り
大

地
に
根
を
張
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
え
る
よ
う
総
合
戦
略

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
戦
略
策
定
に
あ
た
り
、役

場
の
全
職
員
を

グ
ル
ー
プ
に

１１

分
け
、
美
し
い
村
加
盟
町
村
・

地
域
等
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、

成
功
事
例
、失
敗
事
例
を
学
び
、

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
は
、
町
民
の
皆
様
の
潤

滑
油
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、

町
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
、町

民
の
皆
様
で
す
。
役
場
が

や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
誰

か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
他

人
事
を
私
事
に
し
て
、
町
民

の
皆
様
が
一
人
ず
つ
立
ち
上

が
っ
て
い
く
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯６４

３月１日から７日までの７日間、各地区では
春の全国火災予防運動に合わせ、火災発生時に
迅速な初期消火が実施されるように、消防団員
による消火栓取扱い指導が行われました。

２月２０日から２２日までの３日間、環境センター
文化ホールでは、松崎町まちづくりやろうじゃ
協議会主催による松崎の「今と昔」をテーマと
した写真展が開催されました。

３月８日、津波浸水想定地域では、大規模地震
の発生を想定した津波避難訓練が実施されました。
参加者は、津波避難場所への避難経路の確認や避
難に要した時間の計測等を行いました。

２月２８日、総合グラウンドでは、松崎町B&G
海洋センター杯グラウンドゴルフ大会が開催さ
れ、町内外の小学生から高齢者まで９０人が参加
し、世代間で交流しながら競技しました。

10

春の全国火災予防運動

第２回 写真で伝える「私の好きな松崎」展

津波避難訓練

松崎町B&G海洋センター杯グラウンドゴルフ大会

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



れ
る
。

ま
た
、
伊
豆
文
邸
に
は
足
湯

も
あ
り
、「
と
て
も
き
れ
い
に

管
理
さ
れ
て
い
て
、
気
持
ち
よ

く
足
湯
を
利
用
で
き
る
」
と
観

光
客
や
地
元
住
民
か
ら
好
評
だ
。

「
松
崎
だ
か
ら
こ
そ
の
自
然

や
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
、生

か
し
た
い
と
い
う
の
が
私
た
ち

の
気
持
ち
の
一
つ
で
す
。
伊
豆

文
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
に
関
心
の

あ
る
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
こ

の
活
動
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て

い
く
こ
と
が
希
望
で
す
ね
」
と

依
田
さ
ん
。

訪
れ
た
人
の
心
も
体
も
癒
し

て
く
れ
る
伊
豆
文
邸
。
皆
様
も

一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
。

NNo.No.44
松
崎
を
訪
れ
た
人
の
心
に
残
る
町

松
崎
を
訪
れ
た
人
の
心
に
残
る
町
にに

ひ
な
飾
り
や
五
月
飾
り
等
、

四
季
折
々
の
展
示
や
飾
り
付

け
で
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
伊
豆
文
邸
。
そ
こ
で

活
動
し
て
い
る
の
が
、
伊
豆

文
サ
ポ
ー
ト
だ
。

伊
豆
文
サ
ポ
ー
ト
の
会
員

は

人
。
伊
豆
文
サ
ポ
ー
ト

１３
の
活
動
に
理
解
の
あ
る
協
力

者

人
と
と
も
に
無
料
の
休

１０
憩
所
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い

る
伊
豆
文
邸
内
の
飾
り
付
け

や
清
掃
等
、
施
設
の
運
営
・

11

依
田

宗
孝
さ
ん
（
南
区
）

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

「
松
崎
を
訪
れ
た
人
の
心
に

残
る
町
に
し
た
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
、
伊
豆
文
サ
ポ
ー
ト

の
会
長
・
依
田
宗
孝
さ
ん
。

「
毎
日
多
く
の
観
光
客
の
方

に
寄
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

数
は
置
い
て
あ
る
感
想
ノ
ー
ト

が
２
～
３
カ
月
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
。
中
で
も
、
伊
豆
文

邸
を
訪
れ
て
「
ほ
っ
と
す
る
」

と
い
う
方
が
多
く
な
っ
た
の
が

嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ

Profile

いずぶんさぽーと

伊豆文邸周辺の住民13人で

構成される。伊豆文邸内

の飾り付けや来場者への

おもてなし、施設の清掃

や運営・管理等を行って

いる。

＊伊豆文邸…９：００～１６：００

開放・不定休

芋

咽

允

員
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

安
曇
地
区
は
冬
に
な
る
と
非
常

に
多
く
の
雪
が
降
り
ま
す
。
特
に

乗
鞍
、
上
高
地
と
い
っ
た
地
区
で

は
１
㍍
以
上
の
積
雪
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
雪
の
上
を
自
由
に

歩
け
る
道
具
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

使
っ
た
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

本
年
度
、
安
曇
公
民
館
で
は
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
に
よ
る
雪
中
散
歩
を

企
画
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
子
リ

ス
の
径
と
呼
ば
れ
る
森
林
の
中
の

散
策
路
に
沿
っ
た
も
の
で
、
夏
の

間
は
木
で
作
ら
れ
た
道
の
上
を
歩

き
ま
す
が
、
冬
は
積
も
っ
た
雪
の

上
を
歩
く
の
で
、
少
し
高
い
視
点

か
ら
森
林
の
散
策
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
日
は
雪
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
の
中
で
の
散
歩
と
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

を
乗
り
継
い
で
い
き
ま
し
た
が
、

乗
っ
て
い
る
間
は
風
が
強
く
吹
き
、

天
候
も
相
ま
っ
て
と
て
も
寒
く
、

参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
厚
着
で

来
た
方
が
良
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩
き
始
め
て
森
林

帯
に
入
る
と
、
木
々
が
風
を
遮
る

た
め
寒
さ
が
和
ら
ぎ
、
参
加
者
も

一
転
し
て
「
歩
い
て
い
る
と
少
し

暑
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
に
は
動
物
の
足
跡
が
あ
り
、

見
つ
け
る
度
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
「
こ
れ
は
何
の
足
跡
で
し
ょ
う

か
？
」
と
ク
イ
ズ
形
式
で
解
説
を

し
、
参
加
者
を
盛
り
上
げ
な
が
ら

説
明
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

乗
鞍
・
上
高
地
の
緑
や
紅
葉
の

季
節
に
お
け
る
美
し
さ
は
、
筆
舌

に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、冬
の
純
白
の
山
々
も
ま
た
、

格
別
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
安

曇
に
は
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
溢

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
遊
び

に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。（

安
曇
公
民
館

青
柳
和
幸
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

雪雪
山
を
歩
こ
う

雪
山
を
歩
こ
う
！！

（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
））

地

域

交

流

通

信

検検検 検

スノーシューによる雪中散歩

伊
豆
文
サ
ポ
ー
ト

会
長

３月２１日に開催したお汁粉無料サービスにて
依田宗孝さん（３列目・左）と会員・協力者の皆さん

資お汁粉の無料サービスで

おもてなし
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，２８５人（－３１人）

男 ３，４５５人（－１４人）

女 ３，８３０人（－１７人）

世帯数 ３，０４４戸（－２戸）

転 入 ５人 転 出 ２２人

出 生 ０人 死 亡 １４人

（平成２７年２月２８日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

一

号

「
偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
警
告
広
告
に
ご
注
意
を
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（２２月届出分月届出分））

人身事故 ３件 （±０）

物損事故 ８件 （－２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （±０）

平成２７年２月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯３３９９

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

町
職
員
の
退
職
・
採
用

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

中

村

宣

子

堀

岡

洋

子

飯

野

ふ

さ

平
野
も
み
子

山
本
智
恵
子

足
腰
の
弱
り
て
叶
は
ぬ
身
と
な
れ
ば

望
郷
の
お
も
ひ
こ
と
さ
ら
つ
よ
し

誰
に
神
経
つ
か
ふ
こ
と
な
く
秋
の
日
を

樹
に
な
り
き
り
て
森
を
歩
き
ぬ

戦
没
の
み
霊
よ
永
久
に
や
す
か
れ
と

墓
前
に
白
菊
た
む
け
て
詣
づ

黒
き
雲
の
向
か
う
に
沈
み
ゆ
く
太
陽
は

い
つ
し
ゆ
ん
金
の
横
線
を
引

逝
き
し
人
の
思
ひ
を
抱
き
開
き
ゆ
く

白
き
花
な
る
つ
ぼ
み
の
ひ
と
つ

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

光 弘８３窓 橋 俗東 区

秀 一９７小 林 忠 男伏 倉

時 雄９１佐藤おゑん八木山

善 人９４鈴 木 つ松 尾

和 宏８９窓 橋 争江奈４

已 代 子９７馬 場 政 美宮 内

直 人８６関 房 子雲 見

隆 行７１大 石 勝 彦峰 輪

茂 信８６森 辰 夫南 区

環９２関 岩 子伏 倉

亘９５望 月 き よ南 区

嘉８４松 本 榮 治江奈２

おくやみ申し上げます（死亡）

【
退
職
】
３
月

日
付
け

３１

窓
口
税
務
課
戸
籍
窓
口
係
長矢

部

里
美

教
育
委
員
会
事
務
局
松
崎
小
学
校

菜
野
加
代
子

窓
口
税
務
課
課
税
係

内
田

武
久

出
納
室
管
財
係

関

友
佳

【
採
用
】
４
月
１
日
付
け

那

賀

土
屋
寛
子

窓
口
税
務
課
戸
籍
窓
口
係

江
奈
２

福
本
香
菜

窓
口
税
務
課
課
税
係

野

田

斉
藤
孝
太

健
康
福
祉
課
福
祉
係

江
奈
１

石
田
和
也

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
係

下
田
市

松
本
広
海

窓
口
税
務
課
納
税
係

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る
と
、
突
如
画
面
上
に
「
あ
な

た
の
パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
ー
が
不

足
し
て
い
ま
す
！
」
、「
あ
な
た
の

パ
ソ
コ
ン
が
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
ま
す
！
」
等
と
警
告
表
示
の

小
さ
な
画
面
（
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
表
示
が
突
如
現
れ
る

こ
と
で
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
は
、
こ
れ
は
広
告
表
示
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な

広
告
か
ら
有
料
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
こ

と
に
よ
り
、
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す

る
等
の
被
害
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
よ
う
で
す
が
（
海
外
で
は
悪
質

な
ソ
フ
ト
も
出
回
っ
て
い
る
よ
う

で
す
）
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

よ
う
な
表
示
が
広
告
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
冷
静
に
購
入
す
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
慎
重
に
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
独
立
行
政
法

人
情
報

処
理
推

進
機
構

（
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
の

ホ
ー
ム

ペ
―
ジ

を
ご
覧

く
だ
さ

い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４


